
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
THE JAPANESE SCHOOL  in  LONDON 

ロンドン日本人学校だより 

人間中心の発想で 校長 佐藤雅彦 
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学校教育目標 

自ら学び、心豊かにたくましく国際 

 社会を生きぬく児童生徒の育成 

合い言葉 ： 自立・貢献・気品 

２０２３（令和５）年 

月１日発行  ロンドン日本人学校 
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  「子供たちの６５％は将来、今は存在していない職業

に就く。」 「今後１０～２０年程度で、半数近くの仕事が

自動化される可能性が高い。」 「２０４５年には人工知能

が人類を超える『シンギュラリティ』に到達する。」これら

は、中央教育審議会が平成 28年 12月に出した答申の

中で示された未来予測です。この答申が出されてからす

でに７年が経過し、最近では質問したことに対して人が

書いたかのように自然な文章を作ってくれる対話型人工

知能、生成AIと呼ばれる優れものが注目されています。 

 生成 AI が新たな情報技術であり、この仕組みについ

ての理解や、どのように学びに活かしていくかという視

点、近い将来使いこなすための力を、子供たちに意識的

に育んでいくことは重要です。その一方、生成 AI は発展

途上にあり、多大な利便性の反面、個人情報の流出、

著作権侵害のリスク、偽情報の拡散、批判的思考力や

創造性、学習意欲への影響等、様々な懸念も指摘され

ているところであり、児童生徒の発達の段階を十分に考

慮する必要があると考えています。 

 忘れてはならないことは、真偽は別として手軽に一応

の回答を得られるデジタル時代であるからこそ、根本に

立ち返り、学ぶことの意義についての理解を深める指導

が重要です。また、人間中心の発想で生成 AI を使いこ

なしていくためにも、各教科等で学ぶ知識や文章を読み

解く力、物事を批判的に考察する力、問題意識を常に持

ち、問いを立て続けることや、その前提としての「学びに

向かう力、人間性等」の涵養がこれまで以上に求められ

ています。そうした教育を拡充するためには、本校が重

視している体験活動の充実をはじめ、教育活動における

デジタルとリアルのバランスや調和に一層留意すること

が大切なのだと考えます。 

※お知らせとお願い 

  英国現地校においては、旅行のために学校教育を欠席

することが認められていません。日本人学校に対しても、

地方教育当局からの指導がありましたので、今後はお控

えくださいますようお知らせとお願いを致します。 

子供の安全を守る取組

を確実に進めていきます 
(1)安全な環境を整備し、事件・事故の発生を未然に防

ぐための事前の危機管理 （リスクマネジメント） 

(2)事件・事故の発生時に適切かつ迅速に対処し、被

害を最小限に抑えるための発生時の危機管理（クライ

シスマネジメント）  

(3)心のケアなど通常の生活の再開を図る、再発防止

につながる事後の危機管理（ナレッジマネジメント） 

 以上、学校においては、子供の安全を守る体制を不

断に見直し、社会状況に適切に対応しながら、学校・

家庭・大使館・警察等との連携の下で、安全・安心な

学校創りを進めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※10月 11月実施の様々な取組 

 

〇ハロウィーンアクティビティ【全学年】10月末 

英会話の時間にハロウィーン

アクティビティが行われまし

た。英会話の先生方も仮装し

て臨みました。終了後には、

特製シールが渡されました。 

〇日曜参観 10月 29日【全学年】  

保護者の方々にも子供

たちと一緒に情報モラ

ル研修に参加いただき

ました。４年生の「二分

の一成人式」はとても

感動的でした。 

〇校外学習【中１】Museum of London Docklands10月 31日  

戦争の歴史を学び、国際社会

を生きるための素養を身につ

けることを目的として、帝国戦

争博物館へ中３生徒が出かけ

ました。 

〇校外学習【中３】Imperial War Museum 10月 31日 

テムズ川と世界一の商業港湾

として役目を果たしていたドック

ランズエリアの歴史を紹介して

いる博物館に中１生徒たちが

事前学習を行い、訪れました。 

〇現地校交流【小５】 11月 17日 

セントビンセンツプライマリーの児

童たちが訪れてくれました。日本

の運動会、文化体験のふたつの

パートに分かれて楽しく交流を行

いました。 

〇全校落ち葉拾い【全学年】 10月 30日 

全校落ち葉拾いを実施しまし

た。ボランティア精神を育むと

ともに、上級生と下級生とで

チームを作り作業しました。 

スパニッシュ校児童たちが今年

も来校してくれました。本校小２

児童は、とことこカメやかぶと作

りなどを一緒に行い、日本の文

化を楽しく伝えました。 

〇夢キャリア教室【全学年】 11月 14日 

元ラグビー女子日本代表の玉井

選手を招いて、『夢キャリア教室』

を開催しました。小１から中３ま

で、玉井選手の夢実現の姿勢に

学べた大切な時間となりました。 

〇現地校交流【小２】 11月 21日 

〇現地校交流【小４】 10月 19日 

フレンチ校児童が訪れ、４

年生全員で日本文化を紹

介しました。習字やアニメ、

着物・浴衣の着体験、紙風

船や竹馬など昔遊び、とて

も楽しい時間となりました。 

  

〇第３回避難訓練【全学年】 10月 11日 

非常時における保護者への

一斉引き渡し下校訓練を行

いました。何よりも、児童生徒

の安全確保を最優先します。 

お店を見学して、働く人へのイ

ンタビューを通して、お店の工

夫を知り、様々なお店が、地域

の人々の生活を支えているこ

とを学びました。 

〇校外学習【小３】 10月 13日 

児童会の健康安全委員会

が中心となり、小学部全学

年で「あいさつ運動」を行い

ました。しっかりと顔を上

げ、相手の目を見ながら元

気なあいさつができました。 

〇あいさつ運動【小学部】 11月 14日‐24日 


